
第１１８回交流フロア運営会議（議事概要） 

 

１ 日時・場所 

 日時：２０２２年２月２日（水）１８：３０～２０：００ 

 場所：伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数  １５名 

 

３ 会議内容 

 

＜新規提案＞ 

 

（１） 避難所運営カードゲーム（略称：HUG）をしよう 

【概要】 

阪神・淡路大震災から27年が経ち、避難所運営の経験者が少なくなってきている。 

静岡県が開発したHUGを使って、実際の運営をシミュレーションしてほしい。 

その後、避難所でも使用されるダンボールベッドを作りたい。 

 

【意見】 

・ダンボールベッドは作った後どうするのか。 

→持ち帰りは難しい。企画者である防災士側が準備し、体験してもらう方法も検討中。 

・時間はどれぐらいかかるのか 

→ゲーム説明やダンボールベッド作りを入れたら2時間は必要。しかしながらゲーム中はかな

り時間が進むのが早く感じるため、苦ではないと思う。 

・中学生以上が対象となっているが、若い世代に来てもらう方法はあるか 

→学生は部活動や大会があるので、それを考慮して日程を決めたらどうか。 

 

 

（２）仕事紹介シリーズ 

【概要】 

ことば蔵では、これまで「仕事」を紹介するイベントがいくつかあったが、いずれも参加者が

多かった。 

そこで色々な分野の人が講師となり、仕事を紹介するシリーズのイベントをしてはどうか。 

例）郵便局や看護師、ことば蔵は図書館なので司書の仕事など。 

 

【意見】 

・このシリーズで、一番伝えたい内容はなにか。 



→インターネットの情報ではなく、生の声が聞けるのが大切だと思う。できれば子どもたちに

も参加してもらい、将来の職業選択の参考にしてほしい。 

・どんな職業の話が聞きたいか、アンケートを取ってはどうか（参加者確保にも繋がる）。 

・講師をお願いする際には無理のないように。お互いにメリットがあるのが理想。 

 

 

（３）簡単な自主映画講座 

【概要】 

カット割りの方法を基本に、自主映画の講座を開催したい。 

流れは、ストーリーを考える→シナリオを書く→カット割り→企画者のシナリオを元に撮影→

編集というもので、これを２～３回に分けて行いたい。 

対象は中学生以上で、自主映画をこれまで作ったことがない人。 

 

【意見】 

・自分の考えたストーリーで撮影することはできないのか 

→それだと時間がかかりすぎる。今回はカット割りを学ぶところをメインにしたい。 

・オープンなフロアだが、来館者の顔や声が映り込むのを避けて撮影できるのか。 

→可能だと思うが、タイミングを狙わないといけないため、時間がかかる。 

・みんなが興味を持てるストーリーにしたほうがよい。 

・実際に撮ってもらい、コメントしながら進めていけばよいのではないか。 

・カット割りを学んでからストーリーを考え、自分で撮影するような進め方はできないか。 

・対象は中学生以上とあるが、集まる年齢層が違うと、進めにくいのではないか。 

 

（４）プロと趣味と視覚障がい者のパン作り 

【概要】 

パン作りを職業としている「プロ」と、趣味でパン作りのインストラクター資格を取得した企

画者が、それぞれ抱くパンについての想いを参加者へ伝えたい。 

パンの種類・魅力・歴史、また食育の観点から、子どもたちに向けて話したいと考えている。 

視覚障がい者でもパン作りができることも、伝えたいと考えている。 

クイズコーナーなども設けて、パンの豆知識なども知ってもらいたい。 

 

【意見】 

・実際に記事に触ったりすることはできないので、子どもたちが退屈しないような工夫がでは

ないか。 

・ことば蔵なので、パンが出てくる本や絵本を紹介してはどうか。 

・何を伝えたいのかを絞って、対象を子どもか大人に絞ってもよいのではないか。 

・家族で参加してもらい、家庭でパンを作ってもらえるように進めてはどうか。 

 



＜イベント実施報告＞ 

 

（１）いたみ文芸ことそうし 

・原稿用紙10枚以内で書いてきた文章を持ち寄り、披露しあう企画。参加者は3名だった。 

・企画をもっと広く知ってもらうために、ことば蔵10周年に合わせた記念企画を検討中。 

 

（２）気になる本で話そう「息子のボーイフレンド」 

・テーマの本は高校生の息子が連れてきた交際相手が男性だったという、同性愛についての話

であり、参加者は5名だった。 

・多数決の「多」にいきがちだが、少数派は辛いのか。自分が自分らしく生きるためにはどう

すればいいのか…など、色々な意見があり、充実したイベントとなった。 

 

（３）漫画を語ろう！ 

・テーマ「ツッコミどころがある漫画」を持ち寄って、その魅力を語り合った。 

・参加者は会場が3名、オンラインが1名の合計4名。途中で話題から脱線することもあった

が、それがこのイベントの面白い所でもあり、非常に笑いの多い回だった。 

・次回は2月24日（木）18時30分～ テーマ「恋愛漫画」で開催。 

 

 

４ 次回の運営会議 ２０２２年３月２日（水）１８：３０～ ことば蔵１階 交流フロア 


